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❶  ⇒“ ” 

“３～５cm” として、低温や風による します。  

❷  ⇒“ ”

ため、“ ”とします。 と 

日中暖められた水が夜間に下がりきらず、藻類が発生しやすくなります。また、日中に暖められた

深い水によって稲は上に伸びようとするため、 となります。 

➌  ⇒“ ”  【＊詳細は、裏面の止水管理イメージを参照】  

除草剤散布後 4～5 日間は、水深 3～5cm 程度の湛水状態を保ち、散布後７日間はかけ流しや落水

しないようにします。やむを得ず入水する場合、除草剤の処理層を壊さないよう静かに入水します。 

 

 
     

 

 
 

 

 

 

     

 
 

（1）  …  

 

 

 
 

  

  ① 次表の➊～❸に当てはまる場合には、必ず
● ●

い
●

もち
● ●

防除
● ●

成分
● ●

を
●

含む
● ●

育苗箱
● ● ●

施用剤
● ● ●

を
●

活用
● ●

します‼ 

中山間地域や朝霧の晴れにくい・風通しの悪い沢地など 

転作あとなど 過剰生育しやすいほ場、ケイ酸質不足のほ場 

新之助・わたぼうし・越淡麗・こしいぶき など 

  ② 育苗箱施用剤：ブーンパディート剤を活用した葉いもち防除 

ブーンパディート剤に含まれるいもち防除成分：ジクロベンチアゾクスは、植物の病害応答

反応を増強（いもち病菌の侵入菌糸の進展を阻害～死滅）させる新規の病害抵抗誘導剤です。

イネに対する高い安全性を示し、長期残効を有しています。しかし、

 

 

（2）

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

【浅植え】 【深植え】 

                    

 

 

“ ”  

  
 

 

 

５月中下旬から

で草刈り

や除草剤散布を徹底する。 

➊ 

❷ 

 

 

の

雑草が多発生しないよう水田

内の雑草管理を徹底する。 

  

 

❹  ⇒ “ ”  

とし、ワキやアオミドロの発生を抑えるようにします。 

③

 

①  

   

②  ④   

 

 

  



  

 

 
 
 

  
 

→ ねずみ穴 等からの漏水がない 

 

 

→ 田面が極端に露出していない 

 

 

  

 

 

→ 多少の降雨で水田水がオーバーフローしない

よう、“ ”にしてある 

 

 

 → 散布当日から２日くらいの

間に「田面水のオーバーフローが心配されるような大雨」や「田面水

が極端に片寄るような強風」が予想される場合は散布を避ける 

 →  

 

→ 代かき後の日数、田植後の日数等を確認して適期に散布する  

 → 極端な浅植えや植付不良で根が 

露出したり浮き苗のある場合は 

薬害が出やすくなるので要注意 

 

 

 

→ 除草剤“散布直後の補植”は、薬害を生じる恐れがあるので要注意  

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

× × 

 

 

 

 

 

“

”

  

 

除草剤の効果を高めるには、丁寧な代かきで“ ”、“

”が になります。除草剤散布前から散布後までの 

ポイントをチェックしながら、適正な管理作業で雑草
● ●

の
●

無い
● ●

田んぼ
● ● ●

に
●

仕上げましょう
● ● ● ● ● ● ●

‼ 

× 

 

□ 

□ 

□ 
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次回稲作情報：５月下旬「中干し開始・終了の目安、葉いもち防除、中後期雑草対策」（予定） 

 


